
 

 

 

 

 

企画展 『白樺』 日本における西洋美術の導入と広がり を開催 
 

９月２日(火)から美術館にて企画展「『白樺』日本

における西洋美術の導入と広がり」を開催します。 

明治から大正にかけて刊行された雑誌『白樺』は、

西洋美術を紹介する新たなメディアとしての役割も担

っていました。本展では、創刊者の一人である小説

家・武者小路実篤と、『白樺』の表紙を多く手掛けた

洋画家・岸田劉生に焦点を当て、近代日本における西

洋美術受容の一側面を探ります。 

白樺派が主催した西洋美術の展覧会や同時期に生ま

れた美術雑誌、文芸雑誌なども併せて紹介。雑誌とい

うメディアによって共有された理念や価値観の広がり

など、作品や関連資料を通じて当時の空気をお楽しみ

ください。 

 関連イベントでは、手製本やしおり制作のワークシ

ョップ、明治末期の美術雑誌における西洋美術の受容

に焦点を当てた講演会を開催します。 

 

 

会 期 ９月２日（火）～１１月９日（日）  

時 間 １０時～１７時（入館は１６時３０分まで） 

休館日 月曜日（９月１５日、１０月１３日、１１月３日は開館）、９月１６日（火）、１０月１４日（火）、１１月４日(火) 

会 場 茅ヶ崎市美術館（茅ヶ崎市東海岸北１－４－４５） 

観覧料 一般８００円（７００円）／大学生６００円（５００円）、市内在住６５歳以上４００円（３００円） 

 ※（ ）内は２０名以上の団体料金 

高校生以下、障がい者およびその介護者は無料 

主 催 茅ヶ崎市美術館（指定管理者 公益財団法人茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団） 

問 合 茅ヶ崎市美術館 担当：雲中あみ（学芸員） 広報担当：齋藤久恵 

     電話： ０４６７（８８）１１７７  メール： bijutsukan@chigasaki-arts.jp 

岸田劉生『白樺』第 10 年 3月号表紙、1919 年、個人蔵 

茅 ヶ 崎 市 記 者 発 表 資 料 

２ ０ ２ ５ 年 ７ 月 ３ １ 日 

文化スポーツ部文化推進課 課長 菊池 修 
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